
 

３月定例教育委員会 会議録 

日     時 令和８年３月１１日（水） 午後３時００分～午後３時３０分 

場     所 本庁舎 ９階 会議室９－２ 

出 席 委 員 松田教育長・末木職務代理者・上原委員・川口委員・岩下委員 

出席事務局職員 

近藤教育総室長（総務課長兼任）・西村生涯学習室長（歴史文化財課長兼

任）・大森学校教育課長・山本学事課長・穐山教育施設課長・花輪甲府商業高

等学校事務長・浅川甲府商科専門学校事務長・樋田生涯学習課長・長田スポ

ーツ課長・上條国スポ総体課長・宮崎図書館長・菱山総務課課長補佐・坂本

総務課主任 

傍  聴  人 なし 

署 名 委 員  

委 員 会 書 記  

・教育委員あいさつ 

・会議録署名委員の氏名 末木職務代理者 

・２月定例会議録の承認 原案のとおり承認 

 

 

 

 

 

１ 開会 

松田教育長 

これより３月定例教育委員会を開会いたします。 

 

（１） あいさつ 

松田教育長 

３月も中旬となり、日中の日差しには春の暖かさを感じる頃となりました。 

本日、午前中には各中学校で感動的な卒業式が行われましたが、今年中学校を卒業する子ども

達は、東日本大震災が発生した平成２２年度に産まれ、小学校３年の３月頃からコロナ禍を経

験、５年生の時には一人一台端末が導入されました。その後ここ数年の中で、学校や家庭での学

びの姿も大きく変わり、多くの学校で運動会や学園祭を始めとする様々な行事の内容、取組など

も見直されました。そう考えると、今日卒業した生徒が産まれてからの十数年は、まさに、これ

までにないスピードで、学校教育はもちろんですが、社会全体も大きく変わった時代と言えると

思います。そして、そのスピードはさらに加速しながら、先行きの予想できない未来がやってく

ると言われています。卒業していく子ども達を見ながら、「この子たちが担っていく時代は、ど

んな社会になっていくのかな。」そんなことも考えていました。 

 岩下 上原 

松田 

川口 末木 



 

さて，本年度甲府市教育委員会としましては，学校の様々な教育環境整備を始め、生涯学習関

係各種事業の開催、武田氏館跡や甲府遺産などの保存・活用、さらには部活動の地域展開や国ス

ポ冬季大会に向けた準備など、各課が様々な取組を進めてまいりました。 

学校教育に目を向けますと、児童生徒数は減少していますが、一方で、子ども達の実態や子ど

もを取り巻く環境、さらには保護者の価値観などは多様化しています。そうした中、子ども達一

人一人の実態に応じた「個別最適な学び」、「誰一人取り残されない学び」の実現を目指し、これ

まで積み重ねられてきた授業実践と一台端末を活用した新たな学びを効果的に組み合わせること

や、子ども達の学びをより豊かに、リアリティのあるものにすることが求められています。市内

各学校におきましては本年度「①子ども達の多様性への対応」、「②紙と鉛筆、ＩＣＴのベストミ

ックス」、「③学校と地域の連携」この３点を重点に教育実践を進めて参りました。 

また、甲府市教育委員会といたしましても、校内教育支援センター「ほっとルーム」の増設

や、児童生徒支援センター「すてっぷ」の機能強化、各校への様々なスタッフの継続配置などを

行い、さらには学校現場における授業改善や「コミュニティ・スクール」への取組などにより、

ここ１～２年本市における「いじめ」や「不登校児童生徒数」などの増加率は抑えられつつあ

り、「全国学力・学習状況調査」等においても、学力面やアンケート調査などによって「甲府の

子どもの良さ」が確認されています。しかし、不登校や特別な教育的支援が必要な児童生徒をは

じめ、すべての子ども達の学びを保障していくためには、さらなる努力や工夫が必要です。 

「今の教育の積み重ねが、新しい時代を創る」と言われます。「将来を創り、担っていく子ど

も達に、学校教育として育むべき資質や能力は何か」ということをしっかりと見据え、今後も

「すべての子ども達の良さや可能性を伸ばす学校」「この教室で、この仲間と、この先生方と学

ぶことができて良かったと実感できる学校」づくりを目指し、一歩一歩取組を進めていきたいと

考えています。 

本日が本年度最後の定例教育委員会となります。 

教育委員の皆さまには，お忙しい中、学校訪問を始め、様々な事業や会議にご参加いただき誠

にありがとうございました。委員の皆様、それぞれのお立場から貴重なご意見やご提言をいただ

く中で、事務局としても自信をもって業務を進めることができましたことに心より感謝申し上げ

ます。  

１年間本当にありがとうございました。令和８年度も引き続きよろしくお願いいたします。 

 

（２）会議録署名委員の指名 

松田教育長 

本日の会議録署名委員は、末木職務代理者にお願いいたします。 

 

（３）前回会議録の承認 

松田教育長 

２月１２日の定例会の会議録について、何かご意見、ご質問はありますでしょうか。 

よろしいでしょうか。 



 

 

【原案どおり承認】 

（教育委員会承認） 

 

 

２ 議事 

（１）議題 

松田教育長 

第６号 令和８年度 甲府市学校教育指導指針について 

資料に基づきまして、大森学校教育課長から説明をお願いします。 

（大森学校教育課長から資料に沿って説明） 

 

松田教育長 

 説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。 

ご意見、ご質問はありますでしょうか。 

 

岩下委員 

３点、意見と質問を述べさせていただきます。 

まず１つ目は意見になります。 

「確かな学力の育成」の「１ 組織的・計画的に授業改善に取り組み、確かな学力の育成に努

める。」の「甲府スタイル」に関してです。 

甲府スタイルの授業が提唱されるようになってから、１０年ほど経つと思います。 

私は最近市内の学校現場の指導、授業を直接見ておりませんけれども、今日までの教育委員会

や学校現場のご尽力によりまして、定着が図られてきていると思います。 

増加している初任者が指導力を付けて、自信を持って指導に当たることにも繋がりますし、協

働して指導する拠り所にもなると考えております。 

また社会の変化とともに、教育取り巻く情勢の変化が大きいということもありますので、「甲

府スタイル」も常に見直しをして、成果と課題を明らかにしながら改善を図っていくことが大切

であると考えています。 

新たな取組が必要であれば、積極的に取り入れていただいて、甲府の教育が山梨県の教育をリ

ードするようであってほしいと思っています。 

２つ目は質問になります。 

同じく「確かな学力の育成」の「２ 自己を見つめる力と「思い遣る心」を基盤とした道徳的

実践力の育成に努める。」の２つ目の「学習指導要領の趣旨を踏まえた「考え議論する道徳」の

授業づくり」についてです。 

先ほど大森学校教育課長からもお話がありましたが、文部科学省が進める考え議論する道徳へ

の転換というのは、特定の価値観を押し付けるのではなく、多様な視点から話し合い、児童生徒

が自らの生き方を深く見つめ直す学習を目指しているということ。また、各学校において児童生

徒の実態に応じて、多様な創意工夫を生かした授業づくりが求められているということです。 



 

授業づくりのポイントとしましても、自分ごととしての捉え直し、道徳的思考を促す多面的・

多角的な発問、主体的な議論の場の設定、タブレットなどＩＣＴの活用などが大切であるとされ

ております。文部科学省の道徳授業アーカイブも拝見しましたけれども、具体的な展開例が紹介

されております。 

以上を踏まえ、実際の授業での指導や展開の工夫評価など、学校現場に対して教育委員会とし

て、どのように指導・支援していくのかということについて、お伺いしたいというのが２点目に

なります。 

３点目も質問になります。 

「信頼される学校づくりの推進」の「２ 家庭や地域との一層の連携・協働を図り、信頼され

る学校づくりに努める。」の４つめ「地域や関係団体と連携した中学校休日部活動の地域展開に

向けた取組の推進」に関してです。 

こちらも、大森学校教育課長から説明があったとおり、一昨年の末頃、文部科学省スポーツ庁

では、地域移行から地域展開と表現を変えております。 

これは単に活動場所を学校から地域に移すということだけではなく、持続可能で多様なスポー

ツ文化環境を地域全体で作り上げ、また展開することで、学校・地域・民間団体が連携・協働し

て、地域のそれぞれの実情に合わせた形にしていくという意味があるとのことです。 

近隣学校との合同活動や、地域クラブへの加入などで、子ども達が自分のやりたい活動を自由

に選べる環境にも繋がるという点で評価ができると思っています。 

教員の働き方改革という点では、義務としての業務である部活動を減らしながら、教員個人の

希望をかなえる仕組みとなる点では評価できると考えていますが、学校での勤務時間と、地域活

動の時間を合算して、一月の定められた業務時間、或いは、複数月平均時間などの上限を、超え

ないように、教育委員会としての管理も重要であると考えています。 

甲府市教育委員会としても今後の方向性、見通しなどがありましたらお聞かせいただければと

思います。 

以上、意見と質問となりますがよろしくお願いします。 

 

大森学校教育課長 

まず「学習指導要領の趣旨を踏まえた「考え議論する道徳」の授業づくり」つきましては、今

年度、大国小学校が山梨県教育委員会の道徳教育・研究推進校に指定されており、考え議論する

道徳の実現をテーマに研究を進めたことから、これらの実践を動画で市内外の学校に共有するこ

とで、道徳授業の質の向上に努めて参りました。この指定は令和８年度までとなっておりまし

て、引き続き、教育委員会の指導主事が大国小学校への指導助言を繰り返す中で、モデルになる

事業づくりを支援して参りたいと思っています。また、各校の校内研究会、指導主事を派遣する

ことや、初任者研修における道徳の規範授業の実施を初任者研修の授業実習校に依頼しまして、

考え議論する道徳の推進を図って参りたいと考えています。 

続いて「地域や関係団体と連携した中学校休日部活動の地域展開」の教員が休日部活動の指導

者になった場合の労働時間の管理についてになります。 

教員が休日部活動の指導者になるためには、兼職・兼業の許可が必要になるわけですが、兼

職・兼業の許可につきましては、本務に支障がないこと、それから、学校での時間外在校等時間



 

と指導者としての勤務時間の通算が、単月で１００時間未満か複数月平均で８０時間以内となる

ことが必要となります。 

この時間の把握につきましては、校務支援システムで該当となる教員が入力した時間外在校等

時間と、地域クラブの指導者としての勤務時間を合算したものを甲府市教育委員会に提出するこ

とになっており、通算の時間を甲府市教育委員会で把握し、適切でない場合は、校長を通じて指

導を行っていくことになります。 

場合によっては、兼職・兼業の取消の措置も想定しておりますが、そうならないように、本務

をしっかり優先させながら、限られた範囲で、地域クラブの指導者として活躍していただきたい

と考えております。 

以上となります。 

 

岩下委員 

ありがとうございます。 

道徳の部分につきましては、大国小学校の事例を多くの学校に広められるよう、対応をお願い

したいと思います。 

 休日部活動についても、先生方が働きすぎにならないよう、ご配慮をお願いしたいと思いま

す。 

 

松田教育長 

その他、ありますでしょうか。 

よろしいでしょうか。 

 それでは、原案のとおり決定ということでよろしいでしょうか。 

 

【原案のとおり決定】 

（教育委員会決定） 

 

 

（２）報告 

松田教育長 

第３号 令和８年度甲府市立小中学校児童生徒入学者予定数について 

資料に基づきまして、山本学事課長から説明をお願いします。 

（山本学事課長から資料に沿って説明） 

 

松田教育長 

 説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。 

ご意見、ご質問はありますでしょうか。 

 よろしいでしょうか。 

それでは確認しました。 

 

 



 

【原案のとおり確認】 

（教育委員会確認） 

 

３ その他 

 松田教育長 

その他になりますが、何かございますか。 

 

 

４ 閉会 

松田教育長 

 以上をもちまして、３月定例教育委員会を閉会します。 

 


